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会 員 の 皆様 に は 、 益々 御 清栄 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 
「 い わ て 未来 づく り 機構 」 は 、 皆様 の 御 支 援 ・ 御 協力 を 賜り 、 設立 より 7 年 目 を 迎え る こと が で きま し た 。 本 号 で は 、 去る 3 月 
14 日 に 開催 され た 平成 26 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル と 、 いわ て 復興 未来 フォ ー ラ ム を 中 心 に ご 報告 いた し ます 。 





平成 27 年 3 月 14 日 ( 土 ) の 17 時 15 分 か ら 、 ホ テル メト ロ ポ リタ 
ン 盛 岡 ニ ュー ウィ ング に お いて 、 平 成 26 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 
(RT) を 開催 し まし た 。 
冒頭 、 昨 年 11 月 に 急逝 され た 岩手 大 学 の 故 堺 学長 に 対し 出席 者 全 
員 で 黙 待 を 捧げ た 後 、 人 口 問題 に 関す る 議論 等 を 行い まし た 。 ま た 、 
県 立 大 学 を 退職 され る 中 村 学 長 か ら 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー を 退 
任 さ れる 旨 の 御 発 言 が あり 、 承 認 さ れ ま し た 。 


中 薄 誰 出 























議題 1 ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 に つい て 
岩手 大 学 の 岩渕 明 新 学 長 が 、 新 た な メン バー と し て 承認 され まし た 。 


議題 2 いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 の 設置 に つい て 


11 月 に 開催 し た 第 2 回 ラウ ンド テー ブル に お いて 提案 され た 「 機 構 に よる 人 づく り の 取組 」 に つい て 、 
「 い わ て 復興 未来 塾 作業 部 会 」 (事務 局 : 県 復興 局 ) を 設置 し て 取り 組ん で いく こと と な り ま し た 。 


当日 は 、 ラウ ンド テー ブル 前 に キッ クオ フフ ォ ー ラ ム 「 い わ て 復興 来 来 フ ォ ー ラ ム 」 を 開催 し まし た が 、 
5 月 以降 、 本 格 的 に 塾 を 開催 し て 人 づく り に 取り 組ん で いく 予定 で す 。 参 加 者 を 広く 募集 し ます の で 、 会 
員 の 皆様 も 、 ぜ ひ 御 参加 くだ さい (フォ ー ラ ム の 詳細 は 裏面 を 御覧 くだ さい ) 。 

議題 3 機構 の 平成 26 年 度 の 活動 実績 等 に つい て 

機構 で は 今年 度 、 本 格 復興 と 和希 望郷 いわ て の 実現 に 向け た 県 民 運 動 と 部 会 活動 に 取り 組ん で きま し た 。 
当日 は 、 時 間 の 関係 で 一 括 し た 説明 と な り ま し た が 、 来 年 度 の 総会 の 場 で より 詳細 に 報告 させ て いた だ く 
予定 で す 。 な お 、 実 績 に 係る 資料 は 、 機 構 ホ ー ム ペー ジ か ら 御 覧 くだ さい 。 

議題 4 人 口 間 題 に 関す る 報告 に つい て 

県 が まとめ た 「 人 口 間 題 に 関す る 報告 ( 案 ) 」 に つい て の 説明 が あり 、 ラ ウン ド テ ー 











ブル メン バー に よ 


る 議論 や 取組 の 紹介 が 行わ れ ま し た 。 


地方 創 生 は 、 主 体 性 、 創 意 、 熱 意 な し に は 成 し え ・ 岩手 大 学 は 、 従 来 の 工学 系 の 産学 連携 に 加え 、 生 





な い 。 
商工 会 議 所 と し て 婚 活 に 取り 組ん で いる 。 


県 立 大 学 は 「 岩 手 を も っ と 知っ て も ら う 」 地域 創 
造 学習 プロ グラ ム を 実施 し て いる 。 


IPU イマ ョ ルル クー- と の 連携 が 活性 化 さ れ て いる 。 

経済 同友 会 で も 婚 活 に 取り 組ん で いる 。 

今年 8 月 に 、 岩 手 の 将 来 を 語る シン ポジ ウム を 予 
定 。 将来 は ダボ ス 会 議 に 匹 英 する も の に し た い 。 

行政 と 民間 企業 ・ 団 体 が 一 体感 を 持っ て 取り 組む 
と が 必要 。 

地元 企業 の 優遇 や 三世 代 同 居 の 推進 が 有効 。 

地域 全体 で 、 地 域 が 必要 な 人 材 を 育て て いく こと 
が 大 事 。 























活 と いう ペース で 地域 連携 に 取り 組む 。 


人 日 減 少 間 題 へ の 取組 を 通し て 、 地 方 が 主役 の 日 
本 を 実現 する チャ ンス が 訪れ て いる 。 


a の 問題 は 心理 的 な 要素 が 大 きく 、 県 民 に その 

に な っ て も ら う こと が 大 事 。 目 指す べき 人 日 目標 

その 特殊 人 性 も 踏ま そ て 納得 感 の ある 数 値 を 議論 
し な が ら 考 えた い 。 














いわ て 復興 未来 フォ ー ラ ム | 


表面 で も 御 紹介 し ま し た が 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル に 先立ち 、 い わ て 復興 未来 塾 の キッ クオ フフ ォ ー ラ ム 「 い 
わ て 復興 未来 フォ ー ラ ム 」 を 開催 し ま し た 。 


基調 講演 「 復 興 を 契機 と し た 地方 創 生 」 

初め に 、 復 興 庁 岩手 復興 局 の 末 村 祐子 復興 推進 官 
か ら 「 復 興 を 契機 と し た 地方 久生 」 と 題し た 基調 講演 
が あり まし た 。 

未 村 講 師 か ら は 、 被 災 地 の 多く の 企業 ・ 団 体 が 様々 
な 分 野 で 新た な 取組 に 挑戦 し て いる こと が 、 具 体 例 と 
共に 紹介 され 、 出 席 者 は 岩 災 か ら の 復興 と 、 地 方 創 生 
の あり 方 や 取組 の 方 向 性 に つい て 、 認 識 を 新た に し た 
様子 で し た 。 























EEE LL > 
次 に 、 ラ ウン ド テ ー プ ル メ ン バ ー で ある 、 娠 手 大 学 岩 測 学 長 、 岩 手 経済 同友 会 高橋 代表 幹事 、 達 増 知事 、 
の 3 人 が パネ リス ト と な り 、「 復 興 を 担う 人 材 育成 」 を テー マ と し た パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン を 行い まし た 。 
君 洋学 長 か 内 怖 寺 育 人 部 人 で 手 大 学 の COC 
の 取組 の 紹介 、 人 材 を 地域 に 残す こと の 重要 性 に つ 
いて 発言 が あ 


また 、 高 橋 代表 幹事 か ら は 、 東 北 未 来 創 造 イ ニシ アテ ィ 
ブ 作 業 部 会 に よる 未来 創造 塾 の 取組 や 岩手 銀行 の 新た な フ 
ァ ン ド 設 立 に 触れ 、 起 業者 へ の サポ ー ト に 取り 組ん で いく 
旨 の 発言 が あり まし た 。 


達 増 知事 は 、 出 席 し て きた ば か り の 国連 防災 会 議 の エピ 
1 ド な ど を 紹介 する と と も に 、 復 興 を 進め て いく た め 
<、 復興 に 関し て 学ぶ 場 を 設け る 必要 性 を 強調 し まし た . 
この パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン で の 意見 も 踏ま え 、 来 年 度 
か ら 、 い わ て 復興 未来 塾 が 本 格 稼働 する こと に な り ま す 。 
皆様 、 ど う ぞ よろ し く お 願 いし ます 。 




















































御 案内 の 通り 、 岩 手 大 学 の 故 堺 茂樹 学長 に お か れ て は 、 平 成 26 年 11 月 に お 亡くな り に な り ま し た 。 
心から ご 冥福 を お 祈り いた し ます 。 








いわ て 未来 づく り 機 構 事務 局 か ら の お 知ら せ 
会 員 各 機 関 の 代 表 者 、 担 当 者 、 メ ー ル ア ドレ ス 等 に 変更 が あっ た ら 、 事 務 局 まで お 知ら せく だ さい , 


〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 (担当 : 澤田 、 田 山 ) 
電 話 :019-629-5215 (FAXO19-629-5254) E-mail :aa0001 6pref.iwate. jp 希望 者 し 1 わ て 国体 
ホー ムペ ー ジ http://iwatemirai.com/ wmmaewxs 広げ よう 感動 。 伝え よう 感謝 














